
日印二国間協力

⚫ 経済安保：半導体、重要鉱物、情報通信、クリーン・エネルギー、医薬品を中心とする「日印経

済安全保障イニシアティブ」を立ち上げ、これら重点分野の協力案件を記したファクト・シートを

発出。日印デジタル・パートナーシップ2.0を歓迎。日印AI協力イニシアティブ（JAI）を発表。

⚫ 防衛協力：防衛装備・技術協力分野における協力機会の模索。

⚫ 貿易・投資：対印民間投資10兆円目標の設定。投資環境整備の推進。包括的経済連携

協定（CEPA）の実施の在り方の検討を一層加速。

⚫ 経済協力：インド北東部地域の開発への継続的なコミットメントを再確認。アクト・イースト・

フォーラムを通じた地域の潜在力を引き出す取組を一層強化。

⚫ 高速鉄道事業：最新の新幹線技術の導入に向け協力。日本式信号によって走行するE10

系の2030年代初頭の導入提案に謝意。

⚫ エネルギー・環境：水素共同意向声明(JDI)、二国間クレジット制度(JCM)への署名を歓迎。

⚫ 人的交流：福岡印総領事館開設、観光交流年の成功を歓迎。研究者・学生交流を強化。

⚫ 科学技術：日印科学技術交流年を歓迎。月極域探査機（LUPEX）の進捗を歓迎。

⚫ 自治体交流等：県・州間の交流協定の歓迎。GREEN×EXPO 2027へのインドの参加歓迎。
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⚫ 日印関係のこれまでの10年の成果を基盤に、今後の協力の方向性として、相互補完的な関係
の構築のために①防衛・安全保障協力の強化、②経済関係の強化、③人的交流の深化の三
つの重点分野で日印特別戦略的グローバル・パートナーシップをさらに強化していく。

⚫ 主に４つの成果を発表：①「今後10年に向けた日印共同ビジョン」 、②「安全保障協力に関
する共同宣言」改定、③人材交流アクション・プラン、④経済安保イニシアティブの立上げ。

総論
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⚫ FOIP・日米豪印：法の支配に基づく国際秩序の維持への決意、平和で繁栄し強靱な自由
で開かれたインド太平洋に対する揺るぎないコミットメントを再確認。モディ首相は本年インドが
主催する日米豪印首脳会合へ石破総理を招待。

⚫ 南シナ海・東シナ海：航行及び上空飛行の自由等を妨げる、力又は威圧により現状変更を試
みるあらゆる一方的な行動に対する強い反対を改めて表明。海洋に関する紛争は国際法、特
に国連海洋法条約（UNCLOS）に従って平和的に解決される必要があることを再確認。

⚫ 北朝鮮：北朝鮮による弾道ミサイル技術を使用した発射及び核兵器の継続的な追求を非難。
国連安保理決議に沿った朝鮮半島の完全な非核化へのコミットメントを再確認し、国連安保理
決議の下での全ての義務の遵守を強く要請。拉致問題の即時解決の必要性を再確認。

⚫ テロ：越境テロを含む、あらゆる形態及び主張による全てのテロと暴力的過激主義を明確かつ強
く非難。4月のジャンム・カシミールのパハルガムでのテロ攻撃を最も強い言葉で非難。

⚫ ASEAN・ミャンマー：ASEAN一体性・中心性に対する強い支持。ミャンマー情勢の悪化と地
域安全保障への影響を深刻に懸念し、ASEANの取組を支持。

⚫ アフリカ：「アフリカの持続可能な経済発展のための日印協力イニシアティブ」、第9回アフリカ
開発会議（TICAD9）の成功、「インド洋・アフリカ経済圏イニシアティブ」を歓迎。

⚫ ウクライナ情勢：公正かつ永続的な平和の実現を支持し、継続中の外交努力を歓迎。
⚫ 中東：ガザの人道状況への深刻な懸念を表明。当事者間で人質解放と即時かつ持続可能な
停戦に関する合意に達すること、悪化する人道状況に対処することの重要性を強調。対話を通
じたイラン核問題解決の重要性を強調。

⚫ 国際場裡：早急な国連安保理改革への緊密な連携、改革された国連安保理における両国の
常任理事国入りへの相互支持の表明。国連改革の必要性を強調。

地域情勢・国際場裏における協力
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